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屋号を残すもの42。ただし内 4例 は位置不明。
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第3図  上 須恵 「眼療宿場」位置図(田原武雄氏作成 出 典:『須恵町誌』)
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(家相図による、文政 1 1年頃の推定復原)
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第7図  田 原家復原平画図
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第9図 古 写真撮影位置図
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3口庭の現況と作庭時期

下図に示すように、建物周りの庭を、説明の便宜上、南庭,東庭・西庭に分け、それぞれについて概要

を記述する。
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第10図 庭 園配置図

ヽ

玄関アプ回―チ 南庭 (北側) 南庭 (南側中央)

南庭 (南側東端)
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(1)南庭

南庭は、西から東へ通る玄関アプローチで北半と南半に分けられる。北半庭の南側中央部から玄関

脇四畳半及び西庭へ飛び石(①)が打たれ、景石が各所に配されている。また、石灯篭が2基 (②、③)と手

水鉢が1基(④)設置されている。

石灯篭は中央部と玄関西脇に配置され、中央部は自然石を組み合わせた山灯篭である。一方、玄関

西脇は、六角形灯篭であり、火袋部に動物の姿が彫られている。手水鉢は、円筒形に加工された石の上

面に水穴をあけたものである。植栽については、アラカシ・クロマツ・イヌマキなどの庭木とサツキ、ツツ

ジなどの低木類が配植されている。

南半は北西に内門が配置されている。中央部には井戸(⑤)があり、井戸枠の外形寸法は約1×lmで 長

方形の石板を四方から合わせている。植栽については、アスナロ(⑥)、モミジ、モチノキ、カリン、イヌマキ

などの庭木とサツキ、ッッジ、ヒサカキ等の低木類が配植されている。

文政11年 '明治3年の家相図とも、現南庭の部分には建物が描かれているため、南庭は少なくとも、

明治3年以降に造られたと考えられる。

③ 山灯篭

⑥ アスナ回

① 西庭への飛び石 ② 六角形灯篭

④ 手水鉢 ⑤ 井戸
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(2)東庭

東庭は、建物浴室脇に丼戸(②)があり、北東部にはお稲荷様を祀っている(①)。文政11年の家相図 (図

版1-1)にもこれらの浴室脇井戸と祠 (稲荷)が 描かれているため、江戸期から同位置にあったと考えられ

る。また家相図における北東方向は鬼門に当たり、この祠の位置は家相によるものと考えられる。祠の

周囲にエゴノキ (房U名チシャノキ)の大木(③)があるが、聞き取りによると、魔除けとして鬼門の位置に植

樹したという。さらに、各所に石組や礎石等がみられるのは、文政11年の家相図に描かれている蔵等の

建造物の遺構かもしれない。

(3)西庭

西庭は、南北に飛び石が打たれ、景石が各所に配されている⑩)。また、灯篭が2基と手水鉢が1基設

置されている。石灯篭は中央西端と手水鉢の脇に置かれ、中央西端の石灯篭は山灯篭(①)である。一

方、手水鉢脇の石灯篭は六角形灯篭@)で、火袋部に動物の姿が彫られている。手水鉢は自然石の上に

水穴をあけたものであり、縁先手水鉢(②)である。

この手水鉢は、文政11年の家相図には描かれていなかった座敷北面の便所が、明治3年の家相図に

は描かれており、この便所が設置されたのと同時期に設置されたものと考えられる。このことから西庭

の作庭時期は、文政11年～明治3年の間であると考えられる。

植栽は、庭木の多くがイヌマキであり、ツツジなどの低木類は北西のみに配植されている。

① 山灯篭

⑥ 祠② 井戸 ◎ エゴノキ (別名チシャノキ)

① 飛び石及び景石 ② 六角形灯篭及び縁先手水鉢
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